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明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
か
ら

は
存
続
の
た
め
、
利
用
者
の
増
加
や

協
力
体
制
な
ど
に
取
り
組
む
熱
意
が

示
さ
れ
、
さ
ら
に
岡
大
歯
学
部
か
ら

は
、
診
療
体
制
の
改
善
や
健
康
保
持

の
た
め
に
講
座
を
開
講
す
る
な
ど
、

地
域
の
健
康
を
守
る
た
め
の
提
案
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

１
年
間
の
運
営
努
力
を
し
て
い
き
、

そ
の
結
果
を
見
て
平
成
20
年
度
中
に
、

最
終
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
小
学
校
の
通
学
区
域
お
よ
び
学
校

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
10
月
２
日
に

答
申
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、「
小
学
校
の
統
廃
合
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
当
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
学
校
の
統
廃
合
に
係
る

投
資
的
経
費
を
捻
出
で
き
る
か
心
配

で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
答
申
を
基

に
市
財
政
部
局
と
協
議
を
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
建
設
計
画
を
お
願
い
し
た

い
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
答
申

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
教
育
委
員
会
内

で
十
分
協
議
し
、
計
画
を
立
て
て
い

き
ま
す
。

　　
本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
、
10
月

24
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
学
力
の
状
況
は
、
中
学
校
は
全
国
、

県
平
均
に
比
べ
て
遜
色
な
い
も
の
の
、

小
学
校
は
、
や
や
課
題
が
み
ら
れ
ま

す
。
特
に
、
算
数
の
学
習
で
苦
手
意

識
が
あ
り
、
自
信
が
持
て
な
い
児
童

の
割
合
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
中
学
校
と
も
に
、
全
国
、
県

平
均
同
様
に
基
礎
的
な
力
に
比
べ
て
、

活
用
力
が
弱
い
と
い
う
状
況
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　
学
習
状
況
は
、
読
書
好
き
の
児
童

生
徒
の
割
合
が
、
全
国
、
県
平
均
に

比
べ
て
高
い
も
の
の
、
家
庭
学
習
に

か
け
る
時
間
の
割
合
は
低
い
状
況
で

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常

生
活
で
は
、
地
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
て
、
地
域
に
対
し
て
の
愛
着
が

あ
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
も
育
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
力
と
の
相
関
で
は
、
毎

朝
き
ち
ん
と
朝
食
を
取
っ
て
い
る
児

童
生
徒
ほ
ど
学
力
が
高
い
、
学
校
で

楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
が
あ
る
児

童
生
徒
の
方
が
学
力
が
高
い
と
い
う

傾
向
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
各
学
校
で
結
果
の
分
析
を

行
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
基
に
今
後
の

改
善
プ
ラ
ン
を
作
成
・
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。
教
育
委
員
会
も
、
そ

う
し
た
各
学
校
の
改
善
プ
ラ
ン
を
分

析
し
、
本
年
度
中
を
め
ど
に
、
支
援

策
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　　
平
成
18
・
19
年
度
の
２
年
間
、
牛

窓
西
小
学
校
が
、
文
部
科
学
省
人
権

教
育
研
究
指
定
校
事
業
、
牛
窓
中
学

校
区
が
岡
山
県
人
権
教
育
総
合
推
進

事
業
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
推
進

テ
ー
マ
の
「
自
他
の
違
い
を
認
め
合

い
、
と
も
に
伸
び
ゆ
く
牛
窓
町
」
の
も

と
、
学
区
内
の
幼
稚
園･

小
学
校･

中

学
校
や
公
民
館
な
ど
が
連
携
し
て
研

究
、
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
し

て
「
人
権
教
育
研
究
発
表
会
」
が
、

11
月
22
日
に
県
下
の
人
権
教
育
に

携
わ
る
教
職
員
や
社
会
教
育
関
係
者

約
６
０
０
人
参
加
の
も
と
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
学
校
で
の

学
び
の
場
面
を
土
台
に
、
地
域
の
人
々

が
加
わ
り
、
地
域
で
支
え
合
う
、
共

生
社
会
の
実
現
に
一
歩
近
づ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

市
全
体
に
広
が
り
、
す
べ
て
の
人
々

が
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
瀬
戸
内
市
の
実
現
の
た

め
、
人
権
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
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検
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委
員
会
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協
議

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
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踏
ま
え
、
改
善
プ
ラ
ン
を
作
成

人
権
教
育
研
究
発
表
会
で

研
究
の
成
果
を
発
表

校外活動でいきいきと行動する児童たち

は
、
設
立
を
期
待
し
て
い
た
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
掛
け

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
詫
び
し
ま

す
。

　
今
後
、
同
類
の
申
請
が
出
た
場
合

に
つ
い
て
は
、
法
人
認
可
や
施
設
の

許
認
可
は
す
べ
て
県
で
す
が
、
市
と

し
て
も
意
見
書
を
出
す
以
上
、
そ
の

責
任
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
慎

重
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
長
船
町
土
師
地
内
の
林
道
大
谷
線

は
、
起
点
西
須
恵
側
、
終
点
土
師
側

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
線
は
、
排

水
改
良
の
た
め
干
田
川
に
接
す
る
終

点
部
分
約
２
０
０
　
の
区
間
を
、
単

県
補
助
事
業
に
よ
り
、
平
成
18
年
度

で
約
20
　
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

　
残
る
約
１
８
０
　
の
区
間
に
つ
い

て
、
近
年
の
豪
雨
の
状
況
か
ら
早
期

に
改
良
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
国

庫
補
助
事
業
に
よ
る
地
域
再
生
基
盤

強
化
事
業
に
変
更
し
、
事
業
推
進
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
区
間
が
大
谷
線
と
本

年
度
開
通
す
る
西
谷
牛
文
線
と
の
共

用
区
間
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
林
道

の
利
用
度
合
な
ど
を
考
慮
し
、
こ
の

区
間
を
西
谷
牛
文
線
に
変
更
し
て
、

林
道
西
谷
牛
文
線
排
水
改
良
事
業
と

し
ま
す
。

　
本
市
の
観
光
拠
点
と
な
る
観
光
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、
今
年
度
中
に

入
札
に
よ
り
建
築
業
者
決
定
を
行
い
、

平
成
20
年
度
に
建
築
工
事
着
手
。
完

成
に
は
半
年
程
度
を
要
す
る
見
込
み

で
す
。

　
建
物
の
外
観
は
、
牛
窓
の
町
並
み

と
調
和
の
と
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
利

用
者
の
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
、
観
光

客
や
市
民
が
集
い
、
憩
え
る
施
設
に

し
ま
す
。

　　
市
道
南
北
線
は
、
現
在
、
瀬
戸
内

市
道
南
北
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

委
員
会
に
お
い
て
、
順
次
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
起
点
部
分
で
あ
る

長
船
町
土
師
地
区
に
お
い
て
、
干
田

川
に
架
か
る
橋
梁
下
部
工
を
発
注
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
地
交
渉
も
残

り
数
人
と
な
り
、
早
期
に
全
線
買
収

済
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
本
年
９
月
末
の
上
半
期
仮
決
算
の

概
要
は
、
収
入
総
額
４
億
６
千
百
万

円
に
対
し
支
出
総
額
３
億
８
千
４
百

万
円
と
な
り
、
差
引
約
７
千
７
百
万

円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
改
良
事
業
の
う
ち
、
邑
久
町

尾
張
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
工
事
及

び
長
船
町
土
師
地
内
の
送
水
管
布
設

工
事
は
、
施
工
中
で
す
。

　
石
綿
管
の
更
新
は
、
計
画
通
り
工

事
が
完
了
す
る
と
、
本
年
度
末
の
石

綿
管
残
延
長
が
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
な
り
、
全
送
配
水
管
延
長
３
３
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
約
２
％
の
残

と
な
る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
安
全

な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　　
瀬
戸
内
市
民
病
院
は
、
本
年
４
月

か
ら
牛
窓
分
院
と
の
協
力
体
制
に
よ

り
、
業
務
の
一
本
化
と
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
市
民
病
院

へ
入
院
機
能
を
一
本
化
し
て
効
率
化

を
図
り
、
牛
窓
分
院
を
診
療
所
と
し

て
再
出
発
す
る
た
め
、
現
在
、
集
約

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

将
来
の
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
病
床
規

模
は
、
１
１
０
床
が
適
当
と
判
断
し

て
、
県
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
和
診
療
所
は
平
成
20
年

３
月
末
に
廃
止
の
方
向
で
、地
元
説
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光
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